
関
西
商
品
取
引
所
と
福
岡
商

品
取
引
所
と
は
９
月
29
日
、
関
西

商
取
第
一
会
議
室
に
お
い
て
合
併

調
印
式
を
行
っ
た
。

最
初
に
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議

の
経
緯
説
明
が
あ
り
、
両
理
事
長

の
挨
拶
の
あ
と
合
併
契
約
書
に

調
印
。
合
併
の
時
期
は
本
年
12
月

1
日
、
存

続
取
引

所
を
関

西
商
取

と
す
る

吸
収
合

併
方
式

で
、
名
称

ク
レ
ボ（
10
月
１

日
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
プ
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
に
社

名
変
更
）の
新
社
長

に
高
村
賢
一
郎
氏
が

９
月
29
日
付
で
就
任
し
た
。
ク

レ
ボ
は
総
合
金
融
業
フ
ィ
リ
ッ

プ
キ
ャ
ピ
タ
ル（
本
社
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
）が
９
月
21
日
付
で
買
収

し
た
。

高
村
　
賢
一
郎
（
た
か
む
ら

け
ん
い
ち
ろ

う
）１
９
７
５

年
ゼ
ネ
ラ
ル
貿

易（
現
ト
リ
フ

ォ
）入
社
、93
年
取
締
役（
当
時
、

太
陽
ゼ
ネ
ラ
ル
）、
２
０
０
０

年
常
務（
同
）、
04
年
太
陽
ゼ
ネ

ラ
ル
か
ら
ト
リ
フ
ォ
に
社
名
変

更
、
05
年
ト
リ
フ
ォ
レ
ッ
ク
ス
代

表
取
締
役
。
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私 の 意 見

が
、
決
し
て
減
っ
て
い
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
先
物
取
引
は
恐
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て

い
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
一
日

も
早
く
払
拭
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

私
は
日
ご
ろ
営
業
マ
ン
た
ち

に
口
酸
っ
ぱ
く
言
う
こ
と
で
す

が
、「
お
客
さ
ま
に
可
愛
が
ら
れ

る
営
業
マ
ン
に
な
れ
」と
い
う
こ

と
で
す
。
ネ
ッ
ト
取
引
化
が
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
営
業

の
基
本
は
対
面
営
業
だ
と
考
え

ま
す
。
お
客
さ
ま
へ
の
的
確
な

情
報
提
供
は
も
と
よ
り
、
お
客

さ
ま
と
喜
怒
哀
楽
を
共
に
で
き

る
営
業
マ
ン
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
を
真
剣
に
考
え
る
営
業
マ
ン

が
い
ま
こ
そ
大
切
な
時
期
だ
と

思
い
ま
す
。

最
近
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ー
ル

ス
が
再
評
価
さ
れ
る
情
勢
で
す

岡安商事社長

岡本　安明

全
国
商
品
取
引
業
厚
生
年
金

基
金
の
加
入
者
が
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
い
く
の
は
憂
慮
す
べ
き
事

態
だ
と
思
い
ま
す
。
３
年
前
は

２
万
３
、
０
０
０
人
だ
っ
た
も

の
が
１
万
８
、
０
０
０
人
に
減

り
、
先
行
き
１
万
５
、
０
０
０

人
割
れ
も
、
い
わ
れ
始
め
て
い

ま
す
。

国
を
挙
げ
て
の「
貯
蓄
か
ら

投
資
へ
」と
い
う
流
れ
は
、
本
来

わ
が
商
品
先
物
業
界
に
と
っ
て

は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
は
ず
で

す
。
日
本
が
欧
米
並
み
の
貯
蓄

率
に
移
行
す
る
と
な
れ
ば
、
わ

が
国
の
個
人
金
融
資
産
１
、
４

０
０
兆
円
の
う
ち
５
５
０
兆
円

が
投
資
に
回
る
こ
と
に
な
り
、

５
％
で
も
10
％
で
も
商
品
先
物

の
分
野
に
回
れ
ば
、
商
品
先
物

の
市
場
規
模
は
飛
躍
的
に
増
大

し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
手
を
拱
い
て

い
て
も
だ
め
で
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク

を
認
識
し
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
を
求

め
る
富
裕
層
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
商
品
の

開
発
と
信
頼
さ
れ
る
企
業
を
目

指
す
こ
と
が
緊
急
の
課
題
だ
と

考
え
ま
す
。
相
場
の
愛
好
家
は

隔
世
遺
伝
す
る
と
い
う
説
が
あ

り
、
私
自
身
実
感
す
る
の
で
す

ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
日

本
商
品
清
算
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）

へ
預
託
さ
れ
る
全
国
６
商
品
取

引
所
の
取
引
に
関
す
る
９
月
末

の
預
託
証
拠
金
残
高
は
、約
４
、

２
８
８

億
。
前

月

比

１

・

８

％

減
。
本

年
１
〜

５
月
に

約
５
、
０
０
０
億
円
の
残
高
が

続
い
た
の
比
し
て
約
85
％
の
水

準
。
昨
年
10
月
の
４
、
０
１
７

億
円
台
に
次
ぐ
低
い
額
で
あ

る
。

１
〜
5
月
平
均
の
約
８５
％

月末の預託証拠金額
残高の推移

月　末 証拠金計
9月 383,713,602
10月 401,763,140
11月 461,604,650
12月 474,042,458
1月 503,332,177
2月 469,313,509
3月 496,838,656
4月 541,845,833
5月 515,359,981
6月 439,564,029
7月 461,590,776
8月 435,922,016
9月 428,863,363

（単位：千円）

フ
ィ
リ
ッ
プ

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
は
高
村
氏

社
の
残
資
産
で
き
れ
い
に
清
算

が
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

倒
産
は
１
社
で
止
ま
ら
な
い
。

倉
荷
証
券
を
持
参
し
て
も
倉
庫

に
商
品
が
な
い
と
い
う
篭
脱
け

サ
ギ
の
よ
う
な
も
の
や
、
無
許

可
の
営
業
所
に
二
重
帳
簿
、５
、

０
０
０
枚
の
ノ
ミ
行
為
と
い
う

の
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

の
ち
に
訴
訟
事
件
に
な
っ
て

私
も
証
言
に
た
ち
ま
し
た

が
、
裁
判
官
が
法
廷
帳
簿

の
委
託
者
別
勘
定
元
帳
や

受
渡
し
計
算
帳
の
見
方
が

わ
か
ら
な
い
。
な
に
よ
り

も
先
物
取
引
が
何
な
の
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
時
代

で
、
法
廷
で
は
約
定
値
段

と
か
受
渡
し
の
イ
ロ
ハ
か

ら
説
明
し
た
も
の
で
す
。

―
法
改
正
は
い
か
が

で
し
た
か
？

平
子

開
所
以
来
の
大

改
正
で
、
受
託
契
約
準
則

か
ら
は
じ
ま
り
、
仲
買
人

の
呼
称
も
商
品
取
引
員
に

な
っ
た
。

法
改
正
の
一
部
に
は
猶

予
期
間
が
あ
り
ま
し
た

が
、
規
制
行
政
が
厳
し
く

な
り
、
委
託
者
保
護
を
目
的
と

し
た
営
業
所
の
設
置
基
準
や
、

そ
れ
ま
で
の
仲
買
保
証
金
が
受

託
業
務
保
証
金
制
度
に
変
わ

り
、
流
動
部
分
は
お
客
さ
ま
が

直
接
に
請
求
で
き
る
と
い
う
画

期
的
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
何
度

も
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

契
機
に
区
分
経
理
の

実
施
や
向
い
玉
規
制
、

そ
れ
に
登
録
外
務
員

制
度
基
本
要
綱
が
で

き
て
外
務
員
講
習
会

や
資
格
試
験
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。
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関
西
商
品
取
引
所
常
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理
事
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現
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大
阪
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融
先
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会
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長
）
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玄
一
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融
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）
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玄
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元
関
西
商
品
取
引
所
常
務
理
事 

（
現
、
大
阪
金
融
先
物
研
究
会
事
務
局
長
）
平
子
　
玄
一 

 

上
回
る
損
失
が
生
ず
る
お
そ

れ
」
と「
取
引
の
仕
組
み
の
う

ち
の
重
要
な
部
分
」
を
追
加
、

業
者
に
よ
る
断
定
的
判
断
の
提

供
を
禁
止〈
違
反
に
対
し
、
損

害
額
を
推
定
〉）を
受
け
る
部

分
と
、
従
来
の
フ
ァ
ン
ド
法
の

適
用
を
受
け
る
商
品
投
資
顧
問

業
及
び
運
用
額
の
50
％
が
商
品

先
物
で
運
用
さ
れ
る
フ
ァ
ン
ド

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
た
と
説
明

し
た
。

も
と
も
と
、
金
融
商
品
取
引

法
は
、
投
資
者
保
護
の
た
め
の

横
断
的
法
制
の
整
備
が
主
な
狙

JCCH

す
。
個
人
投
機
家
な
し
に
は
リ

ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
機
能
が
果
た
せ

な
い
の
は
自
明
の
理
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
規
制
は
包

括
規
制
よ
り
個
別
規
制
が
大
事

な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
た
と

え
ば
、「
再
勧
誘
の
禁
止
」措
置

で
す
が
、
関
西
で
は
、
ど
ん
な

商
談
で
も
、
い
く
ら
魅
力
が
あ

る
商
品
で
も
、
２
、
３
回
は
断

る
の
が「
文
化
」で
さ
え
あ
る
の

で
す
。
こ
う
い
う
風
土
、
慣
習

を
十
分
考
慮
し
た
う
え
で
、「
再

勧
誘
の
禁
止
」措
置
が
成
立
す

る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
商
品
先
物

業
に
と
っ
て
、
こ
の
危
機
的
状

況
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、

す
べ
て
を
プ
ラ
ス
思
考
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

反
省
の
意
味
を
込
め
て
、
狩
猟

型
民
族
か
ら
農
耕
型
民
族
へ
と

自
己
改
革
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
先
人
の
産
み
出
し
た
文

化
遺
産
で
あ
る「
先
物
取
引
」

を
文
字
通
り「
産
業
イ
ン
フ
ラ
」

と
し
て
次
の
世
代
に
継
ぐ
よ
う

頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
プ
ラ
ス
思
考
で

愛
さ
れ
る
営
業
マ
ン
作
り

児
島
講
師
は
最
初
に
、
金
融

商
品
取
引
法（
い
わ
ゆ
る
投
資

サ
ー
ビ
ス
法
、今
年
６
月
公
布
、

来
年
７
月
施
行
予
定
）は
１
つ

の
法
律
が
新
た
に
で
き
た
の
で

は
な
く
、
証
券
取
引
法
の
改
正

と
４
つ
の
法
律（
金
融
先
物
取

引
法
、
有
価
証
券
に
係
る
投
資

顧
問
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法

説
明
事
項
を
拡
充
、
断
定
的
判
断
禁
止

画
期
的
な
横
断
的
利
用
者
保
護

律
、
抵
当
証
券
業
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
、
外
国
証
券
業
者

に
関
す
る
法
律
）の
廃
止
、
及

び
商
品
投
資
に
係
る
事
業
の
規

制
に
関
す
る
法
律（
い
わ
ゆ
る

商
品
フ
ァ
ン
ド
法
）と
金
融
商

品
販
売
法
の
規
定
の
整
備
に
よ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

商
品
フ
ァ
ン
ド
法
に
つ
い
て

は
、
金
融
商
品
販
売
法
の
説
明

義
務
等
の
拡
充（「
当
初
元
本
を

講演会風景

―
商
取
法
の
大
改
正
前
後

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

平
子

改
正
法
の
公
布
は
昭

和
42
年
７
月
で
、
施
行
が
翌
43

年
１
月
で
す
が
、
そ
の
間
の
10

月
に
取
引
所
事
務
局
の
機
構
が

改
革
さ
れ
ま
し
て
、
松
井
嘉
三

郎
さ
ん
が
常
務
か
ら
専
務
理
事

に
な
り
、
調
査
課
が
誕
生
し
て

私
も
そ
こ
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
。―

調
査
課
と
い
う
の

は
難
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
で

し
ょ
う
。

平
子

そ
の
こ
ろ
は
仕

手
戦
が
盛
ん
で
、
相
場
師

と
い
う
よ
り
も
仲
買
人
の

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
が
関
係

す
る
も
の
が
結
構
あ
っ

て
、
そ
れ
が
原
因
で
倒
産

す
る
会
社
が
で
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
委
託
者
に

迷
惑
が
か
か
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
も
法
の
改
正

に
織
り
込
ま
れ
ま
し
た

が
、
調
査
課
に
入
っ
て
３
、

４
日
目
ぐ
ら
い
に
さ
っ
そ

く
倒
産
事
件
が
お
き
ま
し

て
ね
、
勇
ん
で
調
査
に
入

っ
た
も
の
の
経
理
帳
票
や

法
廷
帳
簿
の
見
方
が
わ
か
ら
な

い
。
現
場
で
学
べ
と
い
わ
れ
て

債
権
債
務
を
整
理
す
る
だ
け
な

の
に
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。当

時
は
ま
だ
補
償
基
金
協
会

な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
負
債
金
額
は
そ
ん
な
に
大

き
く
な
く
、
委
託
者
債
権
は
会

当時の大阪穀物取引所

仕手戦盛んで、倒産多発 仕手戦盛んで、倒産多発 

が
、
そ
れ
は
歩
合
営
業
マ
ン
が

お
客
さ
ま
と
一
体
に
な
っ
て
、

は
や
る
気
持
ち
の
お
客
さ
ま
に

は「
休
む
も
相
場
で
す
よ
」
と

言
え
る
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
お
客
さ
ま
と
で
き
る
だ
け

長
く
お
付
き
合
い
す
る
と
い
う

営
業
マ
ン
の
原
点
に
立
ち
帰
る

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お

客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
い
、
大

い
に
儲
け
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

が
商
品
取
引
会
社
の
増
収
に
つ

な
が
る
よ
う
な
好
循
環
に
も
な

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

私
自
身
が
自
戒
の
意
味
を
込

め
て
言
い
た
い
の
は
、
こ
こ
は
エ

リ
を
正
し
、
商
品
先
物
と
い
う

長
い
歴
史
を
持
つ
魅
力
あ
る
市

場
の
防
衛
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
大
変
な
事
態
に
な
っ
て
し

ま
う
と
危
惧
し
て
い
る
こ
と
で

日
商
協
が
ま
と
め
た
06
年
９

月
末
の
登
録
外
務
員
数
は
１
万

１
、
８
１
９
人
と
前
年
同
月
期

に
比
べ
て
、
２
、

２
１
０
人（
15
・

７
％
）減
少
し
、

93
年
以
来
、
13

年
振
り
の
低
水

準
と
な
っ
た
。

ピ
ー
ク
だ
っ
た

04
年
９
月
末
に

比
べ
る
と
２
年

間
で
４
、
２
５

７
人（
26
・
４
％
）

の
大
幅
減
少
で
あ
る
。
ま
た
、

１
社
当
た
り
の
登
録
外
務
員
数

は
１
４
７
人
で
、
ピ
ー
ク
の
１

７
３
人（
03
年
度
）か
ら
み
る
と
、

26
人（
15
・
０
％
）減
少
し
、
こ

れ
も
93
年
以
来
、
13
年
振
り
の

低
水
準
。

登
録
外
務
員
数
、

１３
年
ぶ
り
低
水
準

登録外務員実数の推移 

4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 
1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 

291 
98 
288 
2,528 
191 
103 
177 
128 
141 
138 
61 
127 
134 
70 
187 
1,657 
117 
100

41 
72 
58 
345 
22 
22 
31 
30 
42 
15 
17 
34 
10 
32 
27 
295 
30 
9

620 
513 
573 
867 
819 
689 
560 
457 
469 
445 
437 
378 
572 
281 
293 
373 
511 
471

14,282 
13,867 
13,582 
15,243 
14,615 
14,029 
13,646 
13,317 
12,989 
12,682 
12,306 
12,055 
11,617 
11,406 
11,300 
12,584 
12,190 
11,819

新規 更新 抹消 月末外務員数 

２
０
０
５
年
度 

２
０
０
６
年
度 

商
品
投
資
販
売
業
協
会
・

先
物
協
会
共
催

商
品
フ
ァ
ン
ド
講
演
会

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
「
商
品
フ
ァ
ン
ド
」
に
係
る

関
係
法
令
を
中
心
に
、「
金
融
商
品
取
引
法
の
ポ
イ
ン
ト
と

実
務
対
応
」
と
題
す
る
会
員
講
演
会
（（
社
）
日
本
商
品
投
資

販
売
業
協
会
と
先
物
協
会
の
共
催
）
が
９
月
12
日
、
東
京
穀

物
商
品
取
引
所
２
階
大
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
講
師
は
森
・

濱
田
法
律
事
務
所
の
児
島
幸
良
弁
護
士
。

い
で
、
投
資
性
の
強
い
金
融
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
、
す
き
間
な

く
同
等
の
規
制
を
か
け
る
と

し
、
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム（
フ
ァ

ン
ド
）を
包
括
的
に
対
象
と
す

る
こ
と
が
新
法
の
ひ
と
つ
の
柱

に
な
っ
て
い
る
と
解
説
し
た
。

商
品
フ
ァ
ン
ド
に
と
っ
て
は
、

商
品
先
物
運
用
の
割
合
が
な
く

な
り
、
任
意
、
自
由
な
投
資
先

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
フ
ァ

ン
ド
を
組
成
で
き
る
よ
う
に
な

る
。商

取
法
が
金
融
商
品
取
引
法

の
中
に
取
り
込
ま
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
場
商
品

の
生
産
と
流
通
が
大
き
く
関
与

し
て
単
な
る
金
融
商
品
と
は
み

な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
―
と

推
測
し
た
。
た
だ
、
金
融
商
品

と
し
て
の
面
も
大
き
い
の
で
、

銀
行
法
、
長
期
信
用
銀
行
法
、

信
用
金
庫
法
、
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
、
保
険
業
法
、
不
動

産
特
定
事
業
法
と
同
等
に
、
利

用
者
保
護
ル
ー
ル
に
つ
い
て
基

本
的
に
金
融
商
品
取
引
法
と
同

様
の
規
制
を
準
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
述
べ
た
。

商
取
法
も
同
等
の
規
制

商
品
フ
ァ
ン
ド
法
は

2
つ
に
分
離

鎖
す
る
が
、
福
岡
商
取
の
会
員
は

存
続
取
引
所
の
会
員
に
移
行
す

る
。

２
０
０
５
年

２
０
０
６
年

関
西
・
福
岡
商
取

合
併
調
印

は「
関
西
商
品
取
引
所
」と
な
る
。

福
岡
商
取
は
資
産
と
負
債
を
関

西
商
取
に
移
譲
し
て
11
月
末
で
閉


